


















































がプ ログラムを修了 した.サポーターによる サ ロンでの活動
は,報 告書の提出で把握 した.報 告書か ら各年度の活動に関
わったサポーター従事者の延べ人数,参 加者 の延べ人数は表
1に示す.
3年 間の事業プログラムな どを 『ロコモ予防事業地域活動
マニュアル』 としてま とめた(図1).ま た,サ ポー ターの学
習やサロンでの活用を目的として,「リズム運動」 「4つの運
動」「歩行練習」の運動プログラムをDVD(図2)に ま とめ,
新潟市各位担当部署への配布,希 望するサロンに配布 した.
【考察】
住民を対象にした健康増進,介護予防の運動指導は,その
地域の体育館のような1ヵ所の"センター方式"で行われて
きた.しかし,この方法では,遠方からも可能な元気高齢者
の参加が多く,介護予防二次予防対象者,後期高齢者は参加
が困難な条件であった.一方,町内会の集会所 ・自治会館な
どでのサロン活動では,二次予防対象者,後期高齢者の参加
が容易なため,"町内会方式"がより草の根的に運動指導を普
及できる.
本事業のようなサロンでのサポーターによる運動実施の回
数,延べ数は,行政保健職だけでは実施が不可能な実数であ
り,この点においてサポーター育成の意義を確認できた.
一方,町内で新規サロンの立ち上げや既存サロンへの運動
指導導入には地域格差あり,行政職の支援も欠かせないこと
が明確になった.
今後サロン参加者が参加継続によって,運動機能,運動器
痛,生活活動などに変化が生じるかの検証が必要である.
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